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ホメオパスに
もっと活躍して欲しいと思うこと
～はじめに。中村より～

●保険医として思うこと ←これは以前から

従来の保険医療はバイタルフォースに働きかけません。いいとこ、高額医
療の移植術くらいかと。遺伝子治療は働きかけていくかな。。。

●ティッシュソルトとジェモエッセンスとフラワーエッセンスを活用していて
思うこと。

よくなります。もっとホメオパシーでよくなるはずです。

●メタトロン、ニュースキャン、タイムウェーバーといった最新型波動機器
を活用して思うこと。

ホメオパシーを知らないで波動の一種として手軽に扱っています（波動水
として）。皆にもっとホメオパシーの良さを伝えてあげてください。

「皆様、ホメオパシーで実績上げてくださいね❣」



解剖生理学 概論
16世紀 イタリア・パドヴァの「ファブリカ（人体の構造）」





哺乳類の持つ「脳」



人間の歴史
紀元前、原始宗教の起こりの時代から、

「脳」が最も発達した人間は、色々な事象をみて記憶し感情を持ち、考
えてきました。

生とは？？ 死とは？？

健康とは？ 病気とは？

食べ物とは？ 毒とは？

自然とは？？ 神とは？？

様々なことから喜怒哀楽を感じ、もっと安全に快適に暮らしたいと願うよ
うになりました。



二元論
三元論
四元論
五元論
七元論
８
９
12







古代錬金術から医療へ
古代→中世→ルネッサンスへの流れ

錬金術 Alchemy 卑金属を貴金属へ







ギリシャ・ローマ医学
「ヒポクラテスは実は２代目」 「マッパ・ムンディへ」



同種の法則
の

考えは
ヒポクラテス

症状と

「反対の性質」を持つもの

と

「似た性質」を持つもの

が

病を治す

四体液質
古代ギリシャ医学





中世の
錬金術

修道院の敷地で薬
草を育て、修道院内
で蒸留をして、ワイ
ンやリキュールを編
み出しました。

修道士・修道女が錬
金術師となり、エリク
シールやクイントエッ
センスを作るために
試行錯誤していきま
した。



ユナニ医学
イブンシーナー（アヴィセンナ）



外徴理論
Doctrine of Signature



自然薬（生薬）の法則



病気は急性病が主体。下薬が重要







18世紀のドイツ・フランス







最初の
プルービング

China officinalis

キニーネ（抗マラリア成分）
を含む植物の樹皮をごく微
量煎じて内服した。



ポテンタイ
ゼーション

往診生活が中心
だったハーネマンが
気づいたこと、

「同じ薬を処方しても、
朝に処方する場合と
遅い午後に処方す
る場合で、薬の効き
方が違う。。。」

ということ。









細胞



人体の構造



人体の器官系







経絡
Meridian







19世紀から21世紀へ
急性病から慢性病へ

元素周期律表の創始から化学の発展へ

公衆衛生の発達

→バクテリア（細菌）中心の急性病の減少

産業革命

→抗生物質の開発、ワクチンの開発

急性病はウイルスの時代へ



プロバンスのラベンダーと蒸留の発達



ガスクロクロマトグラフィー









↑ エドワード・バッチ博士（1886‐1936）

医師。細菌学者で予防接種の創業の一人ともいえる

フラワーレメディは太陽法・煮沸法で作成→



抗生物質の発見者フレミング
結核の治療に貢献





























コロナ予防接種後の問題で
検証されるべき事象について

因果関係を取り沙汰しないコロナワクチン接種後の問題は「血管障
害」に起因する疾病の発症である。関係性があると考えられるのは、
コロナワクチンに、「スパイクたんぱく質」が使われている点である。

ワクチンは、遺伝子を操作することでたんぱく質を「製造」する
メカニズムを採用したものである。従ってワクチンの効果が持続してい
る間は、スパイクたんぱく質が血管を通じて全身に供給され、血管を
傷つける可能性があることは否めない。ただ、その持続期間がどの程
度なのかや、ダメージがどの程度なのかは、これから先、「人体実験」
で検証する以外に方法がない。 



コロナ感染後の後遺症



コロナ後遺症状







細胞膜
イオン（電気）システム



人体は電気システム

マイクロカレントとは？

私たちのからだにはもともと微弱な電流が流れており、生体電流と言います。マイクロカレントは、
生体電流と同じようなレベルのごく弱い電流です。筋肉に電気刺激を与えて、ケガや痛みの治療
に効果を発揮します。スポーツの分野では、運動後のコンディショニングケアに使用されている治
療法です。また、エステの現場でもマイクロカレント美容機器が広く使われはじめましたｄ。

マイクロカレントと低周波の違いは？

低周波とマイクロカレントは似たようなものと考えられがちですが、実際は大きく異なります。低周
波治療では、周波数1,200Hz以下の電流の刺激によって、筋肉に作用したり緩めたりするポンプ
作用が働き、血液の循環が促されます。結果的に痛みの緩和に役立ちます。
一方、マイクロカレントは、ケガや痛みの治療に効果を発揮します。プロのスポーツ選手やトップ
アスリートがケガの治療にマイクロカレントを用いて、組織の回復がより早くなったという報告が多
数寄せられています。
また、低周波が皮膚にピリピリした刺激を与えるのに対し、マイクロカレントは極めて弱い電流な
のでほとんど刺激を感じません。そのため、電気の刺激が苦手な人でも使用できるのが特徴です。
マイクロカレントと低周波にはそれぞれ異なる特性があるため、2つを組み合わせることで、より高
い効果が期待できるといわれています。また、マイクロカレントは精神疾患にも有用な結果がでは
じめています。





ホメオスタシス（恒常性）





恒常性の維持



ストレス因子



ストレスによるメカニズム







チャクラとオーラ
Chakra＆Aura



↑
無料メルマガ

ホメオパシーにも関連する
自然療法の情報発信中

解剖生理学、一日お疲れ様でした♡

Facebook Instagram

https://natural-labo/jp

また「病理学」講座でお会いしましょう！

https://natural-labo/jp

